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[保全工事の実施]

小泊地区水産物供給基盤機能保全事業
事業計画平面図 小泊漁港下前地区
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凡　　　　　例

平成20年3月修正　昭和49年測量
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橋　長　520000（道路中心線上）

支間長　40000 支間長　89000 支間長　130000

桁　長　339500

支間長　79100 支間長　44250 支間長　45000 支間長　45000
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支間長　89000

支間長　40000

道路規格

計画交通量

重要度の区分

B活荷重

上部工

下部工

(40.00+89.00+130.00+79.10)+(44.25+45.00+45.00+44.20)m

有効幅員 W=9.75m (2.50+0.50+6.00+0.75m)

アスファルト舗装　(車道 t=70mm、歩道 t=30mm)

橋台

(VCL=80.00m,VCR=1400m)

2.00%～3.00%

SD295A

橋梁設計条件

設計活荷重

橋長

支間長

幅員

平面線形

縦断勾配

横断勾配

舗装

歩道部間詰材

支承

雪荷重

高欄

添架物

使用材料

架設工法

支持層

地域区分

塩害対策

第3種第4級　(設計速度 V=50km/h)

大型交通量 500台/日・方向未満

B種の橋

基礎工

L=520.000m

R=∞～A=250～R=500m

3.30%

コンクリート

荷重分散ゴム支承

Ws=100kg/m2

Wh= 60kg/m

電力ケーブル

張出し架設+押出し架設

軟岩 Qa=60tf/m2,qu≧100tf/m2

B地域　(補正係数 Cz=0.85)

形式 橋台

2@4径間連続PC箱桁橋

逆T式

直接基礎 橋脚

橋脚 小判型壁式
ニューマチックケーソン、直接基礎

2.60%

2.00%

コンクリート

PC鋼材

コンクリート

鉄筋

コンクリート

鉄筋

裏込土砂 砂質土

σck= 40N/mm2

12T12.7 (SWPR7B)

σck= 21N/mm2

SD295A

σck= 21N/mm2

SD295A

γ=2.0tf/m3,φ=30°

上部工

下部工

基礎工

鉄筋

（当初設計図参考）

地覆

ひび割れ注入工　ひび割れ充填工　断面修復工　表面処理工主桁

ひび割れ注入工　ひび割れ充填工　断面修復工　表面処理工

防護柵

排水管取替え工(6箇所)

防食処理工(ベースプレート)

防食処理工　ゴム補修工　沓座モルタル補修工

排水施設

支承

朝顔防護吊足場　単管足場仮設

橋梁補修工種

供用年月 平成17年9月（竣工 平成15年8月）

対策区分I（S59年塩害対策指針）

支承防錆処理工
ゴム補修工 支承防錆処理工

支承ゴム補修工
沓座モルタル補修工 支承防錆処理工

支承防錆処理工
支承ゴム補修工
沓座モルタル補修工 支承防錆処理工

支承ゴム補修工
沓座モルタル補修工

支承防錆処理工
支承ゴム補修工
沓座モルタル補修工

地覆表面処理工
含浸材塗布 主桁表面処理工

含浸材塗布

支承隠し
表面処理工 

橋台
表面処理工 支承隠し

表面処理工 

支承隠し
表面処理工 

支承隠し
表面処理工 

支承隠し
表面処理工 

橋台・橋脚 ひび割れ注入工　ひび割れ充填工　断面修復工　表面処理工

上部工断面図 S=1:100

補修計画一般図(1/2)
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平　面　図
S=1:1000
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（特記事項）

　1.各工種は詳細図参照のうえ、現地確認および現地検測を行うこと。

　2.コンクリート面の欠損および鉄筋露出箇所は、断面修復を行うこと。

E E E
E

E E E E E E

至　折戸地区

H.H.W.L H.W.L

至　下前地区

至　折戸地区

至　下前地区

350
支間長　45000

支間長　45000
支間長　44200

600

桁　長　179650

200

支間長　79100 700
600

支間長　44250

橋　長　520000（道路中心線上）

桁　長　339500

支間長　130000

300

700

地覆表面処理工
含浸材塗布

主桁表面処理工
含浸材塗布

防護柵防食処理工
(ベースプレート)

主桁 表面処理工
地覆 表面処理工(含浸材塗布)

道路付属構造物塗装工(ベースプレート)
(含浸材塗布)

支承防錆処理工
支承ゴム補修工
沓座モルタル補修工

支承防錆処理工
支承ゴム補修工
沓座モルタル補修工

排水管取替え(6箇所)

支承隠し
表面処理工 

支承隠し
表面処理工 

橋台
表面処理工

　3.コンクリート面のひび割れ箇所は、ひび割れ注入を行うこと。

青  森  県

縮　尺

令和8年度

8機保 第4010-1-1号

西北地区(小泊漁港)
水産物供給基盤機能保全工事

図　示

補修計画一般図(1/2)

橋梁　L=101.2m

   葉の内   　号11 2

A1橋台部
断面修復工
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地覆表面処理工
含浸材塗布

地覆表面処理工
含浸材塗布

地覆表面処理工
含浸材塗布

地覆表面処理工
含浸材塗布

主桁表面処理工
含浸材塗布

道路付属構造物塗装工
(ベースプレート)

防護柵防食処理工
(ベースプレート)

道路付属構造物塗装工
(ベースプレート)

防護柵防食処理工
(ベースプレート)

排水管取替え

主桁表面処理工
含浸材塗布

シラン系表面含浸材(鉄筋腐食抑制タイプ)
0.6l/m2

シラン系表面含浸材(鉄筋腐食抑制タイプ)
0.6l/m2



防護柵・高欄防食処理図

防護柵・高欄防食処理工
S=1:10

歩道側高欄 車道側防護柵 2－21－1

S=1:800

A1

P1

P2

A2

P7

P6

P5
P4

P3

桁　長　339500

支間長　130000

橋　長　520000（道路中心線上）

補修箇所図

車道側防護柵 防食処理工（補強板,ベースプレート）175=箇所

　

歩道側高欄 防食処理工（補強板,ベースプレート）176=箇所

青  森  県

縮　尺 図　示

防護柵・高欄防食処理図

令和   年度

8機保 第4010-1-1号

11 葉の内  3　号

西北地区(小泊漁港)
水産物供給基盤機能保全工事

塗装仕様

(特記事項)

Rzc-I 塗 装 系（スプレー）

塗装工程 塗　料　名 使用量 (g/m2) 塗装間隔

素地調整 1　種　※

下 塗 亜鉛めっき用エポキシ樹脂塗料下塗

中 塗

上 塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

200

170

140

4時間以内

1日～10日

1日～10日
弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

注意事項
・塗装仕様は、鋼道路橋防食便覧（平成26年3月）に準拠し表のとおりとする。

・Rzc-I系塗装の対象とする部材は、高欄兼用車両用防護柵及び車両用防護柵である。

※：素地調整程度1種であるが、ブラストグレードは、ISO Sa1程度とする。

1. 図中、詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

8

補強板 150×150×15

ベースプレート 300×220×15

補強板 150×150×15

ベースプレート 300×220×15
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深さ

カッター目地 10

カッター目地 10

深さ

6575035450

109700

65002000 4250

表面処理工
シラン系表面含浸材(鉄筋腐食抑制タイプ)

コンクリート下地処理

表面処理工詳細図 ひび割れ補修工詳細図

ひび割れ

注入座金

ゴムパルーン

樹脂注入工
エポキシ樹脂

躯
体
表
面

ひび割れ

注入器具

(低圧注入工法、ひびわれ幅0.2mm以上)

0.6l/m2

断面修復工(ポリマーセメントモルタル)標準図

躯
体
前
面

断面修復材
(ポリマーセメントモルタル)

下地処理
プライマー塗布

躯
体
前
面

断面修復工詳細図

断面修復材

カッタ ー切り
(t=10mm)

鉄筋径(D13)鉄筋径程度(D13)

下地処理
プライマー塗布

鉄筋露出部

下地処理
除錆処理

〃

平面図

主桁補修工図(1/4)
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C-09

C-05 C-06

T-05 T-07

T-09 T-11

T-12T-14

T-15

T-17
T-18

H-05
T-27

位置 幅(m)

剥離・欠損・うき

H-01

H-02

0.100

0.100

長さ(m) 深さ(m)

0.100

0.050 0.010

X X

X X

XH-03

ひび割れ注入工 ひび割れ幅(mm) 長さ(m)

ひび割れ幅 C≧0.2mm

0.200 0.800

0.7000.200C-02

0.4000.300C-03

0.2000.300C-04

0.5000.200C-05

1.4000.400C-06

0.9000.300C-07

0.5000.400C-08

1.5000.600C-09

備考 位置 長さ(m) 幅(m)

石灰・錆汁除去

Y-01 1.800 0.600X

X

X

X

X

1.2000.500Y-02

0.9000.900Y-03

0.7001.000Y-04

0.1000.200Y-05

0.010

備考

0.010X

0.010X XH-04

0.010X XH-05

C-01

位置 幅(m)

鉄筋露出部

T-01

T-02

0.150

0.700

長さ(m) 深さ(m)
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0.030 0.005

0.005

X X

X X
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0.005

T-04 0.050 0.050 0.005

0.005

X X

XT-05 0.030 0.030X

T-06 0.030 0.030 0.005

0.005

X X

XT-07 0.030 0.030X

T-08 0.030 0.030 0.005

0.005

X X

XT-09 0.030 0.030X

T-10 0.030 0.030 0.005

0.005

X X

XT-11 0.030 0.030X

位置 幅(m)

T-12

T-13

0.030

0.030

長さ(m) 深さ(m)

0.030

0.030 0.005

0.005

X X

X X

XT-14 0.030 0.030X

0.005

T-15 0.030 0.030 0.005

0.005

X X

XT-16 X

T-17 0.005

0.005

X X

XT-18 X

T-19 0.005

0.005

X X

XT-20 X

T-21 0.005

0.005

X X

XT-22 X

T-23

T-24 0.005

0.005

X X

X X

XT-25 X

0.005

T-26 0.005

0.005

X X

XT-27 0.200 0.020X

(1径間・2径間)

備考 備考

施工済

〃

〃

〃

〃

施工済

施工済

〃

施工済

備考

施工済 施工済

〃

〃

〃

15750

111500

89000　2径間40700　1径間

0.100 0.100

0.1000.450

0.1000.100

0.1000.850

0.1000.200

0.1000.300

0.1000.100

T-26-3 0.150 0.250X 0.005X

T-26-2 0.100 0.100X 0.005X

T-26-1 0.100 0.200X 0.005X

0.100 0.100

0.100 0.100

0.100 0.100

0.100 0.100

0.9000.300C-09-1

0.9000.300C-09-2

2.0000.300C-09-3

0.6500.300C-09-4

0.5000.400C-09-5

2.8500.400C-09-6

0.0100.2500.200 X XH-06

0.0100.2505.000 X XH-07

0.0100.2505.500 X XH-08

0.0100.2502.550 X XH-09

0.0100.1000.250 X XH-10

0.0100.2500.250 X XH-11

0.0100.2504.200 X XH-12

0.0100.5503.650 X XH-13

0.250 0.100

0.1000.150

0.1000.100

T-22～T-26 T-26-1

T-26-2T-26-3

H-07H-08 H-06H-09

H-10

H-11 H-12 H-13

C-09-4
C-09-3

C-09-2
C-09-1

C-09-5C-09-6

T-06

T-08 H-03

T-10

T-13 T-16

T-19

H-02

T-20
H-04
T-21

X 0.9000.900Y-06

X 1.0000.900Y-07

X 2.0001.800Y-08

Y-06 Y-07 Y-08

1. 図中、詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

(特記事項)

3. 補修箇所以外にコンクリートに浮き、欠損等がある場合は断面修復すること。

4. ひび割れ注入箇所において、補修後、表面処理工(シラン系表面含浸材
　 鉄筋腐食抑制タイプ)を塗布すること。

2. 補修箇所以外にひび割れがある場合は、ひび割れ注入を行うこと。

青  森  県

縮　尺

令和8年度

8機保 第4010-1-1号

11 葉の内  4　号

西北地区(小泊漁港)
水産物供給基盤機能保全工事

S=1:300

主桁補修工図(3/4)

P1～P2

表面処理　横向き　A=739.72m2

上向き　A=1087.90m2

横向き　A=739.72m2

表面処理

表面処理

上向き　A=1087.90m2

Ds0101

Mg0101

Ds0201

Ds0101

Mg0101

Ds0201

Ds0101e

Mg0101e

Ds0201e

Dp0101 Dp0102

Dp0201 Dp0202

Dp0101

Dp0103

Dp0201
Dp0202

Dp0203

Dp0102

施工済

〃

〃

施工済

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃〃

〃

〃

〃

〃

〃
施工済

〃
〃

〃
〃



40700　1径間 89000　2径間

6575035450
101200

2000 6500 4250

地覆・縁石補修工図(1/4)

平面図

位置 長さ(m) 幅(m)

石灰・錆汁除去

Y-01 0.100 0.010X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

0.0500.600Y-02

0.0500.600Y-03

0.0500.500Y-04

0.0500.500Y-05

0.0500.500Y-06

0.0500.500Y-07

0.0500.400Y-08

0.0500.500Y-09

0.0500.400Y-10

位置 長さ(m) 幅(m) 位置 長さ(m) 幅(m)

Y-21 0.500 0.050X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

0.0500.600Y-22

0.0500.400Y-23

0.0500.500Y-24

0.0500.500Y-25

0.0500.500Y-26

0.0500.300Y-27

0.0500.500Y-28

0.0500.150Y-29

0.0500.150Y-30

Y-31 0.150 0.050X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

0.0500.150Y-32

0.0500.150Y-33

0.0500.150Y-34

0.0500.150Y-35

0.0500.150Y-36

0.0500.150Y-37

0.0500.150Y-38

0.0500.150Y-39

0.0500.150Y-40

Y-41 0.150 0.050X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

0.0500.150Y-42

0.0200.300Y-43

0.0400.400Y-44

0.0200.400Y-45

0.0200.400Y-46

0.0100.400Y-47

0.0200.400Y-48

0.0200.400Y-49

0.0300.400Y-50

Y-51 0.400 0.030X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

0.0200.400Y-52

0.0300.400Y-53

0.0200.500Y-54

0.0300.300Y-55

0.0200.400Y-56

0.0200.400Y-57

0.0200.200Y-58

0.0300.400Y-59

0.0400.400Y-60

Y-61 0.300 0.020X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

0.0500.300Y-62

0.0500.400Y-63

0.0200.300Y-64

0.0200.400Y-65

0.0200.400Y-66

0.0200.150Y-67

0.0200.300Y-68

0.0200.300Y-69

0.0300.400Y-70

Y-11 0.400 0.050X

X

X

X

X

X

X

X

X

X

0.0500.500Y-12

0.0500.500Y-13

0.0500.500Y-14

0.0500.700Y-15

0.0500.600Y-16

0.0500.600Y-17

0.0500.600Y-18

0.0500.600Y-19

0.0500.500Y-20

ひび割れ注入工 ひび割れ幅(mm) 長さ(m)

ひび割れ幅 C≧0.2mm

0.300 0.400

0.4000.300

C-02

0.4000.200

C-03

0.4000.200

C-04

0.3500.300

C-05

0.5000.200

C-06

0.5000.300

C-07

0.4000.300

C-08

0.4000.200

C-09

0.4000.300

C-10

備考

C-11

ひび割れ注入工 ひび割れ幅(mm) 長さ(m)

0.200 0.200

0.3000.200

C-12

C-13

C-14

C-15

C-16

C-17

C-18

C-19

C-20

備考

C-21

0.3000.200

0.3000.200

C-23

0.2000.300

C-24

0.3000.300

C-25

0.4000.300

C-26

0.3000.300

C-27

0.3000.300

C-28

0.3000.200

C-29

0.3000.300

C-30

C-31

C-32

C-33

C-34

C-35

C-36

ひび割れ充填工 ひび割れ幅(mm) 長さ(m)

ひび割れ幅 C≧1.0mm

1.500 0.400C-01

備考

道路CL

A1 P1 P2

Y-08 Y-16 Y-23 Y-27

Y-29 Y-30 Y-31Y-32 Y-34 Y-35 Y-37 Y-38Y-39 Y-40 Y-41

C-02
Y-04

C-04
Y-06Y-02

C-05
Y-07

C-07
Y-10

C-06
Y-09

C-08
Y-11

C-09
Y-12

C-10
Y-13

C-11
Y-14

C-13
Y-17

C-14
Y-18

C-16
Y-20

C-18
Y-22

C-20
Y-25

C-21
Y-26

C-22
Y-28

C-01 Y-01 C-23
Y-43

Y-45 Y-47 Y-49 Y-50 Y-51 C-26
Y-53

C-27
Y-55

Y-61 C-31
Y-62

C-33
Y-64

C-34
Y-65

C-34-2

Y-69

Y-46

Y-48

C-25
Y-52

Y-54

C-30
Y-60

Y-59
Y-66

C-35
Y-68

Y-03

C-03
Y-05

C-12
Y-15

C-15
Y-19

C-17
Y-21

C-19
Y-24

C-24
Y-44

C-28
Y-56

Y-33 Y-36

C-36
Y-70

Y-42

Y-58

C-29
Y-57

C-32
Y-63

(1径間・2径間)

備考 備考 備考

〃

施工済
〃

施工済

111500

15750

X 0.0500.350Y-63-1

40
0

10
0

25
00

20
0

72
50

25
0

60
0

C-32-1
Y-63-1

C-34-1

Y-67

0.3000.200

0.2500.200

0.4000.300

0.4000.300

0.3000.200

0.4000.200

0.4000.200

0.4000.300

0.200 0.200

0.2000.300

0.3000.400

0.3000.200

0.2000.300

C-32-1 0.5000.200

C-34-1 0.4500.200

C-34-2 0.3500.200

石灰・錆汁なし

〃

ひび割れなし

〃
0.300 0.400C-22 施工済

青  森  県

縮　尺 S=1:300

地覆・縁石補修工図(1/4)

8機保 第4010-1-1号

11 葉の内  5　号

令和8年度

西北地区(小泊漁港)
水産物供給基盤機能保全工事

位置 長さ(m) 幅(m) 備考

Pm0201

Pm0301

Gf0101Fg0201

Ej
01

01
e

Fg0101 Ra0101
Pm0101

Dr0101 Dr0102

Dr0201 Dr0202

Cu0101
Pm0201

Pm0301

Gf0101Fg0201

Fg0101 Ra0101

Pm0101

Cu0101Dr0101 Dr0102 Dr0103

Dr0203Dr0202
Dr0201

Xx0101
Xx0101 Xx0102

1. 図中、詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

(特記事項)

2. 補修箇所以外にひび割れがある場合は、ひび割れ注入を行うこと。

シラン系表面含浸材(鉄筋腐食抑制タイプ)

表面処理工詳細図 ひび割れ補修工詳細図

エポキシ樹脂

躯
体
表
面

(低圧注入工法、ひびわれ幅0.2mm以上)

3. ひび割れ注入箇所において、補修後、表面処理工(シラン系表面含浸材
　 鉄筋腐食抑制タイプ)を塗布すること。

0.6l/m2

ひび割れ補修工詳細図
(Uカット充填工法、ひび割れ幅1.0mm以上)

躯
体
表
面

表面処理工

コンクリート下地処理

ひび割れ

注入座金

ゴムパルーン

樹脂注入工

ひび割れ

注入器具

25
0程

度
25

0程
度

25
0程

度

10

可とう性エポキシ樹脂

Uカット

ひびわれ

10

プライマー塗布工

施工済

〃

〃

〃

施工済

〃

〃

施工済

〃

〃

〃

〃

施工済

〃

〃

〃

〃

〃

施工済

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

施工済

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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19001900
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25

19001900
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1900
1900
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25

1925
1925

参考図

橋　長　520000（道路中心線上）

支間長　40000 支間長　89000 支間長　130000

桁　長　339500

支間長　79100 支間長　44250 支間長　45000 支間長　45000

桁　長　179650

支間長　44200

33650 (6500) 81500 (8500) 121500 (8500) 71550 (8000) 37950 (6500) 38500 (6500) 38500 (6500) 37950

300

(6500)
(33650)

(8500)

1
2
35
0

6500

1
43
5
0

8500

1
43
5
0

8500

1 3
8
5
0

8000

1
23
5
0

6500
1
23
50

6500

1235
0

6500

1
4
60
0

14600

570
0

570
0

5800

5800

5800

4
9
2
2

6
3
1
1

5800

5700 5700

6
1
8
4

6
3
0
2

2875 1800 3000 1800 2875

12350

2
0
0
0

下
部

工
壁

厚
2
0
0
0

下部工壁幅 19251925

支間長　40000
支間長　89000
(81500)

(121178)

A=15.20m2 A=15.54m2

A=18.62m2A=14.30m2

施工計画図

側　面　図
S=1:1000

平　面　図

（特記事項）

　1.図中詳細寸法は、現地検測のうえ決定すること。

　2.新規チェーン吊金具は作業終了後、撤去するものとする。
　　但し、撤去不可能な場合は、塩害に考慮すること。

A1 P1

P2

P3 P4 P5 P6 P7 A2

朝顔防護吊足場 朝顔防護吊足場 朝顔防護吊足場 朝顔防護吊足場 朝顔防護吊足場 朝顔防護吊足場 朝顔防護吊足場 朝顔防護吊足場朝顔防護吊足場

朝顔防護吊足場 朝顔防護吊足場 朝顔防護吊足場 朝顔防護吊足場 朝顔防護吊足場 朝顔防護吊足場 朝顔防護吊足場

単管傾斜足場単管傾斜足場

300

700

350

　 600

200

600

(構造中心線上)

S=1:1000

A1
P1

P2

A2

P7

P6

P5P4P3

至　折戸地区

至　下前地区

700

A=56.79m2
A=415.58m2

A=1006.53m2

(構造中心線上)
桁　長　339500

A=71.69m2

A=1500.02m2

橋　長　520000（道路中心線上）

支間長　130000
350

桁　長　179650

支間長　79100 700
600

支間長　44250

A=467.54m2
(37950)

A=67.96m2
(8000)

(8500)
A=71.69m2 A=881.89m2

(71550)

200

支間長　45000
支間長　44200

600

A=467
.54m23795
0

A=56.
79m2(650
0)

A=474.
34m2(3850
0)支間長　45000

A=56.79
m2(6500)

A=56.79m2
(6500) A=474.34m

2(38500)

A=29.20m2

A=29
.19m

2(20
00)

張り出し部
A=23.08m2

朝顔防護吊足場

　L=101.2m
橋台翼壁表面処理工足場

単管足場 S=1:200

A1橋台
山　側

A2橋台

海　側

海　側 山　側

朝顔防護吊足場単管傾斜足場 朝顔防護吊足場 単管傾斜足場

朝顔防護吊足場単管傾斜足場 朝顔防護吊足場 単管傾斜足場

青  森  県

縮　尺 図　示

足場参考図(1/4)

令和8年度

8機保 第4010-1-1号

西北地区(小泊漁港)
水産物供給基盤機能保全工事

平面図(橋脚)
S=1:100

A 1

P 1

P 2

P 3

P 6

P 7

A 2

壁　幅

(単位：mm)下部工壁寸法表

P 5

10750

 8500

10500

10500

10000

 8500

 8500

10750

 8500

 1800

 2500

 4500

 4000

 1600

 2500

 2500

 2500

 4500

P 4

壁　厚

   葉の内   　号6

10750

8
70

0

8
7
00

2700

2700

8
7
00

2700

1
0
2
0
0

4200
4700

1
0
70

0

1
0
7
00

4700

8
7
0
0

2700

1
0
75

0

L=101.2m

11












